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M-Vデ ー タ管 理(そ の6)

分割型順編成 ファイル領域つめ合わせプログラムFCOMP9:つ いて
※ ※

宇 津 宮孝 一 ・山岸 和子

前 号 では 、順 編成,分 割型順 編 成 フ ァイ ルの領 域 の大 きさを知 る プロ グ ラムTRACKに つ い て

述 べ ま したが 、本号 で は分割 型順 編成 ファ イルつ め合 わせ の方 法 につ いて述べ ます。

22.分 割 型順 編 成 フ ァイル

22.1特 徴

既 に述 べ て きた よ うに分割 型順 編 成 フ ァイル は、大 記憶 媒体 を、 メンバ 名 を キイ とす るrandom

acceSSの 手法 と一 たんaccess pointが 見つ か る と、 メンバ全 体 を一気 に読 書 きす るsequential

accessの 手法 を取 り入れ て 、効率 的に利 用 で きる とい う点で 、大 記憶上 に保 存 して使 用す るプ ロ

グラム ラ イブ ラ リの参 照 には 、最 もす ぐれ た ファ イルの編 成法 だ と思 われます。このよ うに完 成 さ

れ たプ ロ グラ ム ライブ ラ リのア クセ ス に は 非常 に 便 利 で す 。 しか しなが ら、分割 型 順編 成 フ ァ

イル は 、そ の名 の よ うに 、 内容 の単 位 で ある メンバ(sequeRtialな 構 造)が 、フ ァイル の領 域 を

分割 して使 用 して い るため 、一 般 的 にupdateす る量が決 ま らない ソー ス形 式 プ ロ グラムで は、新

た な空 き領域 に 、updateし なが ら メンバ を作 り直す こ とに な り、その ため 、共 用 ボ リュー ムの よ

うに限 られ た領域 しか許 され な いフ ァイ ルで は、た ち まち確 保 した領 域 をoverし て しま うの で、非

常 に使 い辛 い面 を有 して い ます。

22.2メ ンバ更 新

分 舗 型順編 成 フ ァ イルの メンバ の更新 は次の よ うに して行 なわれ て ます 。

図22.1分 割型順 編成7ア イルの更新

a)メ ンバxをupdateす る前 の フ ァ イ ル のmapで 、updateは 最 終 メ ンバzの 後 に 、 メ ンバxを

copyし な が ら 、uqdateす る デ ー タ を追 加,挿 入,置 換,削 除 し て行 き ます 。

b)メ ンバxのupdateが 済 ん で 、 メ ンバx'が で き上 っ た 状 態 の フ ァ イ ル のmapで 、 §§は追 加,

挿 入 、 團 は 置 換 を示 し ま す 。 メ ン バxは メ ンバxよ り㎜ の 部 分 が 大 き くな っ て い ます 。
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c>メ ンバxの 開始位 置が 、updateさ れ た メンバx'の 位 置 に変 更 され た直後 の フ ァイル のmap

で 、 ファイ ルの使 用領 域は 、元 の メンバxの 領 域+團 が 増加 し、 さらに悪 い こ とに は 、元

の領 域自 は 、 これ 以後 使用 で きず 、歯 抜 け状態 とな ります。

d)メ ンバxのupdate中errorが 発生 した後 の フ ァイルのmapで 、この場 合 メンバxは 元 の ま

まですが 、updateす るため に使 用 され た領 域 目 は、実 際 は無意 味 なのに 、 これ以 上使 用 で

きず、結 局賎 だ け大 きな損 をす るこ とにな ります。

この ように して 、updateす るた びに フ ァイルの 使用領 域 は どん どん増加 し、使 用可能 な領 域(空

き領 域)は だん だ ん小 さ くな り、これ以 上updateで きな い とい う状 態に な ります。

R<Σ(Mi+mi)式22・1
裏

こ こでMi…updateし よう とす る播 自の メンバの領 域 の大 きさ

mi… 播 目の メンバ に追加,挿 入(mi>0),置 換(mi=:0),削 除(mi

〈o)す る領 域 の大 きさ

R… 使 用可能 領 域 の大 き さ

の時 にupdateで きない。 つ ま リメンバ が1つ で 置換の 場合 で も、最 少限 その メンバ分 の空 き領 域

が なけれ ば 、up∂ateで きない とい うこ とに な ります。

22.3分 割型順 編 成 ファ イル更 新時 の領域 のつ め合 わせ

こ こでは分割 型順 編 成 フ ァイル更新 時 の領域 の っめ 合 わせ の方 法 とその 問題 点 につ いて述 べ ます。

(1>当 セ ンターで とっ て きた2ジ ョブス テ ップ法

図22.22ジ 箋 ブ ス テ ・ンプ 法

updateす る 際 に ジ ョブ ス テ ップ を2つ に 分 け る 。

第1ジ ョ ブ ス テ ッ プ で は:

1元 の フ ァ イ ル(a)名 に 、.uを つ け2倍 の領 域 を持 つ フ ァ イ ル

wを 作 成 す る。

2aの 内容 をwにcopyす る。

3wの 上 でupdateす る。mpdateが 正 し く終 る と 、 フ ァ イ ノe・alSl制御

プログラムよ り 自動 的 に ス ク ラ ッ チ さ れ 第2ジョブ ス テ ッ プへ

進 む 。updateerrorが 起 る と 、フ ァ イ ルwは 自動 的 に ス ク ラ ッチ

され ジ ョブ は 終 了 す る。

第2ジ ョ ブ ス テ ッ プ で は:

1元 の フ ァ イ ル と 同 じ フ ァ イ ル 名 の フ ァ イ ルbを 作 成 す る 。

'

2wの 内 容 をbにcopyす る。(copy時 に領 域 は つ め 合 わ さ れ る)

3copyが 正 常 に 終 る と、フ ァ イルwが 自動 的 に ス ク ラ ッ チ さ れ る。

以上 の よ うに 、 この方法 は 、2ジ ョブ ステ ップにす るだけ で 、簡単 にupdate後 の領 域 のつ め合

わせが で きます が 、次 の よ うな問題 が あ ります。

① この ジ ョブ の実行 申 に システ ム ダウ ン した場 合 、あ るい は第2ジ ョブ ステ ップでwか らbに



copyす る際 、bに 入 り切 れ な くなっ た場 合 に 、い ろん な形 で フ ァイルが ボ リュー ム上 に残 り

復 元 した り消去 した りす る手 間が大 変 で す。

②bの フ ァイ ルの大 きさは 、利用者 が指 定 しな けれ ばい けな いので 、利用 者 に とって も、 ボ リ

ュー ム管 理者 に とっ て も、か な り心配 で す。

(2)同 一 フ ァイル法

この方 法 は 、update終 了後 、領域 の歯 抜 け状 態(b)が

起 った場 合 、そ の ままに してお か ないで 、同一 フ ァイ ル

上 で再 編 集 して領 域 のつめ 合 わせ を行 な うもので 、work

用 の ファ イル をつ くる必要 もない ので便 利で あ るが 、式

22.1の よ うにな った時 には 、updateが で きない とい う

問題点 が あ ります。

図22.3同 一ファイル法

(3)磁 気 テ ー プ モ ー ド法

この方法 は 、現在LIBE(LIBraryEditor)が 、磁 気 テー プ を

updateす る際 に用 い ている方法 を大 記憶 に応 用す る もので す。

磁 気 テー プのupdateは 、aのMTの 内容 をupdateデ ー タを見 て追 加,

挿 入,置 換,削 除等 を行 な いなが ら、bのMTに 移 してい き ます。

この際updateす る順 序 は 、aのMT上 に書 か れた メンバ の順 序 でな

ければ な りませ ん。

大記憶 の場 合 は、 ボ リュー ム上 に同一 フ ァイル 名の フ ァイルは作

成 で きない ため 多少処理 内容 は 異 なるが原理 は 同 じで す。

f:フ ァ イ ル 名

s:領 域 の 大 き さ

a:元 の フ ァ イル

b:新 フ ァ イ ル

1aと 同 じ大 き さ の 領 域 を 持 つ フ ァ イ ルbを 作 成 す る。bの フ ァ イ ル

名 は 、aの フ ァ イ ル 名 に 変 換 で き る よ うな もの に し て お く。

2updateデ ー タは 、alphabeticalorderに 前 も っ て 並 べ て お き 、a

の メ ン バ をalphadeticalorderで 、updateデ ー タ を見 なが ら、追 加,

挿 入,置 換,削 除 等 を行 な い な が らbの フ ァ イ ル に 移 して 行 く。

3updateが 完 了 した ら 、aの フ ァ イ ル を ス ク ラ ッチ し てbの フ ァ イ

ル 名 をaの フ ァ イル 名 に す る。

updateerrorの 場 合 は 、bの フ ァ イ ル が 自動 的 に ス ク ラ ッチ され

図22.4磁 気テ_プ モ_ド 法 る。

この 方法 は 、フ ァ イルのread/writeの 回数 も最 少 であ り、領域 のつ め合 わせ もupdate後 に 自

動 的 にで き上 って い るの で 、大変効率 がい い方法 で す。 しか しなが ら、

① この方 法は 、現在 、分割 型順編 成 フ ァイルでUpdateを 行 ってい るすべ ての処 理 プ ロ グラム を

書 き変 える必要 が あ り、 メー カー に依存 す る他 ない。



② シ ステム ダウ ン した時 にbの フ ァイル が残 る場合 が あ る。

の よ うな問題点 が あ るが 、非常 に よい方法 だ と思 われ ます。

22.4FCOMP(FileCOMPact)プ ログラ ムの実 現

22.3で 分割 型順 編成 ファ イルの領 域 のつ め合 わせ の方 法 につ いて述 べ ましたが 、つめ 合 わせ

の方法 として 次の よ うな結論 を得 ま した。

① 空 き領域 にupdateす るデ ー タが 入 る限 り、updateで きる。

②updateerr・rが 起 っ た場 合 は 、updateす る以 前の 内容 が フ ァイ ルに残 る.

③update途 中 で システ ム ダウ ン して も、容 易 に復 元 で き る。

④updateす る人が フ ァイルの 大 き さを意識 しない でい い し、 ファ イル名 は変 わ らない・

⑤ マ ルチ ジ ョブの可 能 な システ ムで は 、updateす るジ ョブが同 時に流 れ ない ようにす る。

以上 の点 を考 慮 し、 さ らに 次の前 提 条件 をつ けて 、つ め合 わせ プ ロ グラムFCOMPを 考 えた。

⑥updateす るファイルがあるボリューム上 に、同 じ大 きさの領 域 のファイルが作成 で きる余裕が ある。

⑦update時 の領 域 のつめ 合 わせ 、システ ム ダウ ン時の復 元 がで きれ ば、 フ ァイル に対す る ア ク

セ スの 回数 が増 えて も仕方 が な い。

22.4.1FCOMPの 概 要

FCOMPは22.3で 述 べ た(1)の方法 を大 幅 に改善 した もの で す 。

(1)フ ァ イル の 関係a)updateの 対象 とな るフ ァイル

図22.5フ ァイルの 関係

f1:フ ァ イル 名

fd1:フ ァ イル 定 義 名

b)update後 の フ ァ イ ル

f2:フ ァ イ ル 名(最 終 的 に はf1と な る)

fd2:フ ァ イ ル 定 義 名

w)workフ ァ イ ル(領 域 の 大 き さ はa,bの 高 々2倍)

fo:フ ァ イ ル 名

fdo:フ ァ イ ル 定 義 名

(2)フ ァイルの状 態 とその処 置

FCOMPが 処 理 を開始 す る際 の ファ イルの状態 は5通 りで す 。

⑳

o

o

∈)

㊧

fdO

あ り

なし

な し

な し

なし

fd1

あ り

あ り

な し

なし

fd

な し

あ り

あ り

な し

状 態

同 一一フ ァ イ ル をupdateす る ジ ョブ が 同 時 に2個以上

流 れ よ う とし た。

updateが 正 常 に で きる

update時 、fOか らf2にcopyす る際 中かcopyを 終 え

f1を ス クラ ッチす る際 中 に シ ス テ ム ダ ウ ン した もの

と思 わ れ る。

update時 、f1を スクラ ッチ後 に シ ス テム ダ ウ ン した

もの と思 わ れ る。

両方 ともフ ァイルが ない とい うこ とはフ ァイル 名の

指 定エ ラー と思われ る。

処 置

この ジ ョブ をア ボ ー トす る。

updpteを 行 な う。

f2を スクラ ッチ してupdateを 行 な う

f2をf1に 変 更 してupdateを 行 な う。

こ の ジ ョブ をア ボ ー トす る。

表22.1フ ァイル の状 態 とその処置



①FCOMPプ ログラムの開始

②w・rkフ ァイルfOの 開設

③fOが すでにあれば、updateジ ョブが同時

に2つ 以上流れたため 、このジョブを異常

終了させる

④fl,f2フ ァイルのopen

⑤f1フ ァイルがあるかないかのチェック

⑥flフ ァイルがない場合f2ファイル のチェッ

ク、f2もなければファイル名の間違いとし

て異状終了する

⑦f1が な くf2があるので、f2のファイル名を

f1に する

⑧f2フ ァイルがあるか のチ ェック

⑨f2フ ァイルがあれば、f1も あるので、f2を

スクラッチする

⑩f1の 内容 をfOに 移す

⑪ ・0上・・pd… する(分 割型順編成ファイルupdateプログラム)

⑫updateが 異状(完 了コー ド0で ない)か どう

かのチェック

⑬ 異状であればfOを スクラッチして異状終了する

⑭ 正常終了であればflの 領域の大 きさを計算す

する

⑮f2フ ァイルの開設

⑯fOフ ァイルの内容をf2フ ァイルへ移す

⑰ 正常に終ったかどうかのチェック

⑱ 異状であればfO、f2を スクラッチ して異状

終了する

⑲f1フ ァイルをスクラッチする

⑳f2フ ァイル名をflと 同 じファイル名にす

る

⑳fOフ ァイルをスクラッチする

㊧ 正常終了

図22.6FCOMP処 理 の流 れ

以上FCOMPプ ロ グラム につ いて述べ て きま した。 このプ ロ グラムの 完成 に よ り分割 型順 編成

ファ イル領 域 のつ め合 わせ が で き、シ ステム ダ ウン して もフ ァイルは完 全 に復 元 で き るこ とに な

る と思 われ ます 。


